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2015年
夏号

～グループ外出～
散策したり、買い物したり、外食したりと、
楽しい時間を過ごしていただきました。

社会福祉法人　幸楽会

〒010-0136　秋田市上新城中字片野4番地

特別養護老人ホーム幸楽園
シ ョ ー ト ス テ イ 幸 楽 園
幸楽園在宅介護支援センター
幸楽園居宅介護支援事業所
幸楽園訪問介護ステーション

☎018-870-2224
☎018-870-2227
☎018-870-2226
☎018-870-2226
☎018-870-2228

〒010-0802　秋田市外旭川字鳥谷場136番　☎018-868-5415
秋田市外旭川老人デイサービスセンター
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幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館

「今年のサクラも綺麗だなぁ～」　

手を洗うことの大切さ　～医務室から～
　手指は、いろんな病原体の運び役です。手には、目に見えない ‘ 菌 ’
‘ ウィルス ’ が沢山付着しています。病原性大腸菌（O-157 など）・
ノロウィルスなどの食中毒は主に、手からの感染によって引き起
こされ、ＭＡＳＡやインフルエンザも手を介してどんどん感染が広
まって行きます。せっかく手を洗ってもその手を拭くタオルが汚れ
ていたら…。濡れたタオルは ‘ 菌 ’‘ ウィルス ’ の温床になってしま
うので意味がありません。石鹸を使い洗い残しやすい部分も忘れず
約 20 秒！！その後流水でしっかりすすぎペーパーで充分拭き取り
ましょう。手指が濡れていると消毒効果が著しく低下します！
　作業の前後、グローブを脱いだ後も忘れずに感染予防に努めま
しょう。

お花見

秋田市保健所職員
金子聖子様による勉強会

「あの人がだ、ハワイの人だが？？？」

演芸会

「今でもなかなか
の美人でしょ♡」

「ワンちゃんと撮って～。」

春の小グルー
プ外出

「イエ～ッ！」
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幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信

　人の食欲は見た目に左
右される部分が８割とも
言われています。味や食
べやすさはもちろんです
が盛り付けにも工夫して、
ご利用者の満足度100％
につなげたいと思います。

季節感ある食材使用とメニューで、
食事を楽しんでいただきたいと考えています。笑顔　  をひきだす食事

端午の
節句

皆さんもご一緒に楽しんでみませんか♪　お問い合わせ　018-870-2227

お寿司
バイキング

グループ外出 お花を植えました絶好のお花見日和でした

演芸会 フラダンスを
観て南国気分！！

お花で庭が明るくなりました

お花見
弁当

音楽ボランティア
♪　～毎月楽しみです～　♪
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外旭川老人デイサービスセンター外旭川老人デイサービスセンター
一日体験も行っております。お気軽においで下さい。　018-868-5415　橋本・須田まで

「天気が良いのでドライブ！」 「ひなたぼっこ」　　　 「チューリップ満開ね！」 「つつじ見しながら体操」

「お抹茶ひさしぶり」 「お花と私。どっちが綺麗？」 「賭けてるお金はおもちゃよっ♪」

マージャン

ブルーメッセ水心苑

茶話会 生け花

幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター
　新聞等でご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、秋田臨港警察署の呼びかけで北部圏域の地
域包括支援センターが協力し「秋田市北部高齢者さがしてネットワーク」を昨年10月に発足しまし
た。緊急の際は秋田臨港警察署018-845-0141へ通報し、行方不明高齢者を地域ぐるみで早期発見する
ための取り組みです。万が一の時はご活用ください。

高齢者の介護サービスや生活のご相談は　℡ 018-870-2226　までお電話ください。

幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション
　食事の準備や洗濯などの家事。今まで普通にできていたことが高齢で不安になってきたという方
は、訪問ヘルパーを利用して一緒に家事をやってみませんか。高齢になっても自宅での生活を続ける
ために、是非、訪問ヘルパーをご利用ください。ご利用については担当ケアマネージャーへご相談、
または当事業所へご相談ください。

☎018-870-2228
担当：鈴木・松山
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平成26年度　決算報告

金　額

収　
　

入

事業活動収入 399,404,211

施設整備等補助金収入 900,000

その他の活動収入 2,933,839

収入合計 403,238,050

支　
　

出

事業活動支出 374,473,449

施設整備活動等支出 1,957,200

その他の活動支出 6,457,428

支出合計 382,888,077

当期資金収支差額 20,349,973

前期末支払資金残高 226,388,782

当期末支払資金残高 246,738,755

資金収支計算書
区　　分 金　　額

資産の部 595,845,015

負債の部 56,030,620

差引純資産 539,814,395

財産目録
金　額

収　
　

益

サービス活動収益 398,625,692

サービス活動外収益 778,519

特別収益 2,710,821

収益合計 402,115,032

費　
　

用

サービス活動費用 388,304,229

サービス活動外費用 376,450

特別費用 2,710,821

費用合計 391,391,500

当期活動収支差額 10,723,532

前期繰越活動収支差額 274,202,683

当期末繰越活動収支差額 284,926,215

事業活動計算書 （単位：円）（単位：円） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　目 金　額 科　目 金　額

流動資産 255,682,421 流動負債 8,943,666

固定資産 340,162,594 固定負債 47,086,954

負債の部合計 56,030,620

純　資　産　の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立金 63,814,588

その他の積立金 114,649,228

次期繰越活動収支差額 284,926,215

純資産の部合計 539,814,395

資産の部合計 595,845,015 負債及び純資産の部合計 595,845,015

貸借対照表 （単位：円）

＊各会計の財務諸表は、法
人本部に備え付けてあり、
閲覧できます。

理 事 長　　永　田　賢之助
副理事長　　渡　辺　良　雄
常務理事　　高　橋　　　怜
理　　事　　藤　原　昌　一
理　　事　　小　林　俊　男
理　　事　　古　戸　　　武
理　　事　　吉　川　昭　一

理　　事　　若　狭　清　美
理　　事　　半　田　政　敏
監　　事　　佐　藤　恭　一
監　　事　　安　藤　　　涼
評 議 員　　佐　藤　俊一郎
評 議 員　　宇佐美　　　斌
評 議 員　　梁　瀬　智　蔵

評 議 員　　嵯　峨　誠　子
評 議 員　　泉　　　東美男
評 議 員　　辻　　　匡　人
評 議 員　　永　田　千　贇
評 議 員　　三　浦　昭　司
評 議 員　　大　森　孝　志
評 議 員　　飯　塚　喜　弘

社会福祉法人　幸楽会　役員名簿 任期　理　事　平成26年４月１日～平成28年３月31日
　　　評議員　平成26年12月18日～平成28年12月17日

～新人職員紹介～
デイサービスセンター

三浦　幸子　＜介護職員＞
①料理
②骨格（丈夫な骨です。）
③明るく元気に頑張りますので
よろしくお願いします。

①趣味　②自分のチャームポイント　③仕事への抱負

ヘルパーステーション

斉藤　優子　＜訪問介護員＞
①壊れた機械をいじり徹夜して
しまうためなるべく手をかけ
ない様にしています。
②かわいい訳でもなく、どこ見
ても思い当たらないのですが、
母親そっくりの顔です。
③１人でも多くの方々の問題解
決に私も手助けの一人になれ
る様成長していきます。

佐藤　幸子　＜訪問介護員＞
①お花がすきなので、ガーデニ
ング
②自分では良くわかりません。
③利用者様の思いやりを忘れず、
一緒に歩いて行けるようにし
たいです。

※石井武雄様（前評議委員）には、長い間お世話になり、ありがとうございました。

※理事は評議委員を兼任する
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さ
わ
や
か
な
風
が
気
持
良
く
、
過
ご
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
中
は
強
い
日
差
し

に
な
り
ま
す
が
、
夜
か
ら
朝
方
に
か
け
て
気
温

が
下
が
り
、
一
日
の
気
温
差
が
大
き
く
な
り
ま

す
の
で
、
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

新
城
の
名
の
由
来
　
岩
城
館
古
址

　

幸
楽
園
入
口
か
ら
県
道
土
崎
・
五
十
丁
線
を
北
に
ゆ
く
と
、
ほ
ど
な
く
小
沢
を
横
切
る
。
沢
の
右
奥
は
自
動
車
道
で
塞

が
れ
て
い
て
、
左
に
Ｊ
Ａ
の
倉
庫
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
倉
庫
越
し
に
、
沢
の
出
口
を
塞
ぐ
よ
う
な
丘
が
見
え
る
。
そ
の

頂
き
が
新
城
岩
城
館
の
古
址
だ
。

　

住
時
、
鎌
倉
幕
府
が
滅
ん
だ
時
、
天
下
は
下
克
上
の
世
と
な
り
、
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
群
雄
割
拠
し
た
。
こ
こ
ら
は
高

清
水
の
丘
を
始
め
、
各
所
に
柵
を
設
け
ら
れ
、
我
こ
そ
は
と
覇
権
を
競
い
合
う
。

　

時
は
貞
和
年
、
西
暦
１
３
５
４
年
か
ら
同
57
年
の
頃
だ
。
在
野
の
侍
集
団
の
中
に
、
由
利
の
支
配
者
の
祖
と
自
称
す
る

右
衛
門
太
夫
康
信
な
る
も
の
が
い
た
。
彼
は
居
住
す
る
地
名
か
ら
岩
城
氏
を
名
乗
り
、
六
代
、
ほ
ぼ
１
３
０
年
の
間
、
こ

の
丘
に
拠
っ
て
威
を
張
っ
た
。

　

康
信
は
当
初
こ
の『
沢
の
内
』
の
東
の
丘
に
位
置
す
る
小
友
館
に
在
っ
た
が
、
宿
願
の
岩
城
に
進
出
し
、
先
の
館
の
主
、

佐
藤
出
羽
守
綱
吉
を
放
逐
す
る
。
乗
っ
取
り
後
直
ち
に
築
城
に
と
り
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
の
館
よ
り
も
一
段
と
豪
壮
な
城

郭
を
構
築
し
た
。
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
城
下『
沢
の
内
』
の
民
百
姓
た
ち
は
、
新
し
い
城
の
雄
姿
に
改
め
て
畏
敬

の
念
を
深
く
し
た
。
朝
夕
、
新
し
い
城
を
仰
ぐ
う
ち
に
郷
の
人
々
は
、
い
つ
し
か
館
の
主
を
、
新
城
の
殿
様
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
。
以
後
、
こ
の『
新
城
』
が『
沢
の
内
』
に
と
っ
て
か
わ
り
、
地
方
名
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

新
城
の
主
は
や
が
て
湊
安
東
家
の
重
臣
に
列
席
す
る
。
天
正
十
五
年（
１
５
８
７
）、
主
家
安
東
一
族
に
内
輪
も
め
の
争

乱
が
始
ま
る
と
、岩
城
は
湊
方
に
つ
く
。こ
れ
が
端
緒
で
没
落
の
日
が
来
る
。戦
の
模
様
が「
奥
羽
永
慶
軍
記
」に
あ
る
。「
湊

方
危
う
く
な
る
や
、
主
将
の
岩
城
半
治
。
南
の
山
に
駆
け
上
が
り
、
鉄
砲
百
余
挺
を

持
っ
て
桧
山
方
を
乱
射
。
桧
山
方
ま
た
し
て
も
寺
内
ま
で
後
退
し
た
」。

　

岩
城
館
の
主
は
勇
猛
果
敢
な
侍
大
将
だ
っ
た
が
、
戦
い
は
利
あ
ら
ず
敗
走
す
る
。

館
の
麓
の
菩
堤
所「
福
城
寺
」
は
、
落
城
当
日
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。「
天
正
の
末
、

兵
火
日
に
起
ち
凶
虜
襲
う
。
寺
内
破
ら
れ
、
法
器
一
つ
と
し
て
残
さ
ず
。
た
だ
本
尊

と
伝
衣
の
み
残
る
。」
こ
の
戦
い
で
討
死
し
た
と
推
定
さ
れ
る
城
主
、
岩
城
半
治
は
、

『
雄
岳
紹
威
大
居
士
』
の
法
名
で
、
福
城
寺
に
眠
っ
て
い
る
。

　

古
址
へ
の
道
は
、
秋
田
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
右
手
潟
上
市
方
面
に
向
か
い
、
切
り

通
し
を
超
え
る
と
岩
城
集
落
だ
。
新
城
川
の
岸
辺
に
建
つ
、
白
亜
の
鳥
居
が
入
口
だ
。

道
は
新
城
八
幡
へ
と
い
ざ
な
う
が
、
徒
歩
五
分
た
ら
ず
で
古
址
に
で
る
。
榧
の
大
木

と
社
殿
が
見
え
る
が
、
落
城
の
歴
史
に
は
縁
が
な
さ
そ
う
だ
。

　

台
地
一
帯
は
、
本
丸
、
郭
跡
ら
し
く
平
坦
だ
が
、
周
囲
の
杉
木
立
で
展
望
が
よ
く

な
い
。
神
社
の
裏
の
西
の
丸
ら
し
き
あ
た
り
だ
け
が
展
け
て
い
て
、
遠
く
飯
島
砂
丘

の
松
林
、
土
崎
市
街
か
ら
日
本
海
ま
で
一
望
で
き
る
。　
　
　
　
（
永
田　

賢
之
助
）

今
年
も
草
刈
作
業
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
敷
地
内
に
鬱
蒼
と

茂
っ
て
い
た
雑
草
を
、

朝
早
く
か
ら
草
刈
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

下
さ
っ
た
の
は
、
幸

楽
園
地
元
救
援
隊
の

皆
さ
ん
で
す
。
お
陰

様
で
大
変
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。

　
防
災
活
動
や
施
設

福
祉
増
進
の
為
に
ご

協
力
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
期
消
火
訓
練

　
い
ざ
と
い
う
時
に

消
化
器
を
使
え
ま
す

か
？
新
人
職
員
を
対

象
に
初
期
消
火
訓
練

を
行
い
ま
す
。
職
員

も
真
剣
そ
の
も
の
で

す
。

　
総
合
訓
練
は
六
月
十
九
日
に
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
防
災
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。


